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Bankart&Bristow 変法術後の肩関節内外旋筋力推移の検討
―鏡視下 Bankart 法との比較―
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【はじめに】
肩関節前方不安定症に対する術後理学療法の目的として運動機能の改善が挙げられ，肩関節

内外旋筋力の増強は同関節の動的安定性を獲得する上で重要とされている．本研究の目的は，
Bankart&Bristow 変法（BB 法）と鏡視下 Bankart 法（ABR 法）において，術前後の肩関節内外旋
筋力の変化を経時的に観察し，両術式間での改善の差を調査することである．

【対象・方法】
術後 6 か月まで筋力を測定可能であった BB 法 13 肩と ABR 法 11 肩を対象とした．方法は術前，

術後 3 か月，術後 6 か月にアニマ社製ミュータス F-1 を用いて下垂位外旋（ER1），90°外転位外旋
（ER2），90°外転位内旋（IR2）の等尺性筋力を測定し，健患比を算出した上で BB 法と ABR 法で比
較検討を行った．

【結　果】
経時的変化について，BB 法の ER1・IR2 及び ABR 法の全ての肢位では術後 3 か月に比べ術後 6

か月で有意に改善し，BB 法の ER2 においても同様の傾向を示した．また，ABR 法の IR2 のみ術前
に比べ術後 6 か月で有意に改善した．一方，術式間の比較では全ての肢位・時点において有意差を
認めなかったが，BB 法では術後 6 か月の IR2 が低い傾向にあった．

【考　察】
術後 6 か月での内旋筋力は BB 法でやや低値を示し，ABR 法で術前より著明な改善を認めた．こ

れは肩甲下筋への侵襲の有無などが影響していると考えられた．今後の課題として，関節の動的安
定性の獲得を考慮した術後プログラムを検討する必要があると思われた．


